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鹿島建設サステナビリティ・リンク・ボンド フレームワーク 

2023年２月 
 
はじめに 
 
1 鹿島グループ概要 
 
鹿島建設株式会社（以下「当社」）及び当社グループは 1840 年の創業以来、鉄道やダム

をはじめとする社会資本の整備や、オフィス、商業施設、住宅など人々の生活や活動の場
を創造し、建設事業を通じて安全・安心で快適な社会の構築に貢献し続けてきました。幕
末、明治、大正、昭和、平成、令和と時代が移り変わるなかで「洋館の鹿島」「鉄道の鹿
島」「ダムの鹿島」「超高層の鹿島」など称されてきたのは、時代に応えた事業を展開し、
常に時代を先取りする「進取の精神」が脈々と受け継がれ、技術で未来に挑戦を続けてき
た証です。今後も、先達が築いてきた技術と品質の優れた伝統と、未来を志向して果敢に
挑戦してきた歴史を受け継ぎ、新たな時代を切り拓いていきます。 
当社グループは、日本国内のみならず、北米、アジア、欧州、大洋州にそれぞれ地域統

括現地法人を置き、建設、エンジニアリング、開発事業などをグローバルに展開していま
す。180 年の歴史の中で培ってきた高度な施工技術力をはじめ、建設バリューチェーンの
上流にあたる企画・開発力・エンジニアリング力、そして下流にあたる維持・管理力を駆
使し、国内外の社会や顧客に対し、最高水準の都市空間、建築空間、インフラ構造物を提
供しています。 
 
 
2 経営理念 
 
当社グループは、経営理念として、「全社一体となって、科学的合理主義と人道主義に

基づく創造的な進歩と発展を図り、社業の発展を通じて社会に貢献する。」ことを掲げて
います。 
真に快適な環境創造の担い手として社会の要請に応えられるよう研鑽を積み、社業の永

続的発展により株主、顧客をはじめ広く関係者の負託に応え、将来に亘りより豊かな社会
の実現に貢献していくことを理念としています。 
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3 ビジョン 
 
ビジョンには、目指す方向性を文章で表現した「ステートメント」とそれを実現するう

えで「大切にしたい価値観」から構成されており、過去に対する敬意と未来への挑戦とい
う 2つの意を込めています。また、大切にしたい価値観は、当社グループを木に見立て、
いかに大きく成長させるかという視点に基づいています。ビジョンのもと、社会からの要
請に応えるとともに、まちづくりや建造物の構築、社会インフラの整備の分野で、品質に
優れたサービスを生み出し、提供し、そして検証する仕組みと体制を整備することにおい
て、世界で最も評価され、信頼される企業グループを目指しています。 
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4 マテリアリティ 
 

2019年 7 月に、当社グループの事業活動や中期経営計画（2018～2020）の施策と
SDGs をはじめとした社会課題との関連性を整理し、7 項目に取りまとめ、社会課題の解
決と当社グループの持続的成長を両立させるためのマテリアリティ（重要課題）として定
めました。2021 年 3月には、ビジョン及び中期経営計画（2021～2023）の策定に合わせ
て、新型コロナウイルス感染症の拡大や脱炭素に向けた動きの加速など社会環境の大きな
変化を踏まえ、マテリアリティを一部見直しています。 
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5 サステナビリティ体制 
 
当社は、2022年 5 月に、グループ全体の ESG経営へのコミットメントを高め、企業価

値を向上させることを目的として「サステナビリティ委員会」を新設しました。この組織
改編により、環境関連（E）や人材の多様性確保、人権尊重、サプライチェーンマネジメ
ント（S）など、サステナビリティに関する取組み方針の検討・意思決定とモニタリン
グ、推進体制を明確化（G）しました。 
サステナビリティ委員会は、社長を委員長とし、委員は関係する執行役員などで構成さ

れ、サステナビリティに関する取組み方針の検討・意思決定とモニタリングの機能を担
い、定期的に取締役会への報告を行っています。サステナビリティ委員会での議論を踏ま
え、当社内及び国内外のグループ会社と連携し、ESG 経営の更なる推進を図っています。 
 

 
 
 
6 鹿島環境ビジョン：トリプル Zero2050 
 
「鹿島環境ビジョン：トリプル Zero2050」は、持続可能な社会を「脱炭素」「資源循

環」「自然共生」の 3つの視点でとらえ、2050 年までに当社が達成すべき将来像を「Zero 
Carbon」「Zero Waste」「Zero Impact」と表現しました。 

3 つの「ゼロ」はそれぞれ、リスク（自社の事業活動での負荷軽減で実現するもの）、機
会（社会や顧客への提案を通じて実現していくもの）の二つの観点で構成しています。 
ターゲット 2030 は、「トリプル Zero2050」を目指す取組みの核となる活動を抽出し、

設計や施工それぞれの段階で可能な限り定量的に 2030年の到達点を示したものです。 
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2050年カーボンニュートラルの実現に向けて 
当社は 2022 年 9月、「鹿島環境ビジョン：トリプル Zero2050」を見直しました。新た

なCO₂排出量削減目標として、2021 年度比で 2030 年度に自社排出（スコープ 1・2）を
40%削減、サプライチェーン（スコープ 31）では 25%削減を設定しました。2050年度に
はスコープ 1・2・3でカーボンニュートラル（100%削減）を目指します。また、2023 年
度中の SBT（温室効果ガス排出削減目標に関する国際認証）の取得を計画しています。 
 

 
 

Zero Carbon を実現するためには、現場など自社の事業活動での省エネルギーや CO₂の排
出削減だけでなく、再生可能エネルギーの活用・推進など多面的な取組みが重要と考えて
います。また、当社は、建造物のライフサイクルを考えた計画・設計段階、新築やリニュ
ーアル・解体などの施工段階、竣工して発注者に引き渡してからの運用段階などそれぞれ
のフェーズで排出する CO₂を削減するための取組みを行っています。事業活動のあらゆる
フェーズでの取組みにより、環境負荷の低減に努め、脱炭素社会の構築に貢献します。
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サステナビリティ・リンク・ボンド フレームワーク 

当社は、「鹿島環境ビジョン：トリプルZero2050」をはじめとする上記方針のもと、脱炭
素社会への移行に対し事業を通じて貢献することを目指しています。この度、2050年カー
ボンニュートラルの実現に向けた取組みをファイナンスの側面からも推進すべく、サステ
ナビリティ・リンク・ボンドによる資金調達に向けて、サステナビリティ・リンク・ボンド 
フレームワーク（以下「本フレームワーク」）を策定しました。  
本フレームワークは、国際資本市場協会（ICMA）が定める「サステナビリティ・リンク・

ボンド原則（Sustainability-Linked Bond Principles）2020」及び環境省が定める「サステナ
ビリティ・リンク・ボンドガイドライン（2022年版）」に従って、以下 5 つの要素について
定めています。当社は、本フレームワークに基づき、サステナビリティ・リンク・ボンドを
発行いたします。 

1. KPI の選定  
2. SPTs の測定  
3. 債券の特性  
4. レポーティング  
5. 検証  
 
1 KPI の選定 

本フレームワークに基づき発行するサステナビリティ・リンク・ボンドは、以下 3 つの重
要な評価指標（以下「KPI」）を使用します。KPI はいずれも、「鹿島環境ビジョン：トリプ
ル Zero2050」の達成に向けて、当社がマテリアリティとして掲げる脱炭素社会移行への積
極的な貢献に係る重要指標です。 

項目 KPI 内容 
KPI1 当社のスコープ 1・2 CO2排出量の売上高原単位（単位：t-CO2/億円）平均値 
KPI2 当社のスコープ 31 CO2排出量の売上高原単位（単位：t-CO2/億円）平均値 
KPI3 CDP 気候変動のスコア 

＜定義＞ 
 

KPI1＝ 
 
 
KPI2＝ 

 
KPI3： 2024 年度～2027 年度の各 12月に公表される CDP気候変動スコア 

2023年度～2026年度における当社のスコープ 1・2 CO2排出量の合計 
各年度における当社の売上高の合計 

2023年度～2026年度における当社のスコープ 31 CO2排出量の合計 
各年度における当社の売上高の合計 
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＜近年の実績＞ 
項目 KPI 内容 2019 2020 2021 2022 
KPI1 当社のスコープ 1・2 CO2排出量の

売上高原単位（単位：t-CO2/億円） 
18.4 14.4 15.3 — 

KPI2 当社のスコープ 31 CO2排出量の売
上高原単位（単位：t-CO2/億円） 

294.2 173.4 490.4 — 

KPI3 CDP 気候変動のスコア 2 B A A- A- 
 
 
2 SPTs の測定 
 
本フレームワークに基づき発行されるサステナビリティ・リンク・ボンドは、以下 3つの

サステナビリティ・パフォーマンス・ターゲット（以下「SPTs」）を使用します。 
 
項目 SPTs 内容 
SPT1 KPI1 が 13.0 t-CO2/億円以下 
SPT2 KPI2 が 442.8 t-CO2/億円以下 
SPT3 KPI3 が「A」又は「A-」 

 
SPTs の設定に係る算出方法及び根拠等は以下のとおりです。 
 
SPT1： KPI1が 13.0 t-CO2/億円以下 
当社のスコープ 1・2 CO2 排出量の売上高原単位について、「鹿島環境ビジョン：トリプ
ル Zero2050」における脱炭素社会に係る「ターゲット 2030」に整合するよう、線形補間
により設定した下表の各年度目標に基づき算出しています。 

 
＜ターゲット 2030（脱炭素社会）＞ 
CO2排出量（スコープ 1・2）の売上高原単位を 2030 年度に 2021 年度比で 40％以上削
減 

 
＜各年度目標＞ 
スコープ 1・2 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 
2021年度実
績比割合(%) 

100 95.56 91.11 86.67 82.22 77.78 73.33 68.89 64.44 60 

目標値 
(t-CO2/億円) 

15.3 14.6 13.9 13.3 12.6 11.9 11.2 10.5 9.9 9.2 
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＜SPT算定式＞ 
SPT1＝（13.9＋13.3＋12.6＋11.9）÷４＝12.925≒13.0(t-CO2/億円)（小数第二位を切り
上げ） 

 
 

SPT2： KPI2が 442.8 t-CO2/億円以下 
当社のスコープ 31 CO2 排出量の売上高原単位について、「鹿島環境ビジョン：トリプル
Zero2050」における脱炭素社会に係る「ターゲット 2030」に整合するよう、線形補間に
より設定した下表の各年度目標に基づき算出しています。 
 
＜ターゲット 2030（脱炭素社会）＞ 
CO2排出量（スコープ 31）の売上高原単位を 2030 年度に 2021 年度比で 25％以上削減 
 
＜各年度目標＞ 
スコープ 31 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 

2021年度実
績比割合(%) 

100 97.22 94.44 91.67 88.89 86.11 83.33 80.56 77.78 75 

目標値 
(t-CO2/億円) 

490.4 476.8 463.2 449.5 435.9 422.3 408.7 395.0 381.4 367.8 

 
＜SPT算定式＞ 
SPT2＝（463.2＋449.5＋435.9＋422.3）÷４＝442.725≒442.8(t-CO2/億円)（小数第二位
を切り上げ） 
 
 
SPT3：KPI3が「A」又は「A-」 
当社の CDP 気候変動のスコアについて、2019 年度から 2021 年度までの実績を考慮のう
え、2024 年度から 2027年度までの各 12 月に公表されるスコアにおいて「A」又は「A-」
を取得することとします。 

 
 
3 債券の特性 

 
SPTs の達成状況により、本フレームワークに基づき発行されるサステナビリティ・リン

ク・ボンドの債券特性は変動します。具体的には、いずれかの SPTs が未達成の場合、本フ
レームワークに基づき発行されるサステナビリティ・リンク・ボンドの償還後 1年以内に、
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以下の①排出権クレジット購入又は②寄付のいずれか、又は①排出権クレジット購入と②
寄付を組み合わせて実施します。 

 
① 排出権クレジット購入 

排出権（温室効果ガス削減価値をクレジット・証書化したもの）の購入を行います。 
 
② 寄付 

環境保全活動を目的とする公益社団法人・公益財団法人・国際機関・NPO 法人やそ
れに準ずる組織に対して寄付します。 
 

本フレームワーク策定時点の候補としては、当社が請け負った工事に関連して創出され
た環境価値※に基づき当該工事の発注者が取得した J -クレジットの購入を想定しています。 
※例：当社が開発した環境配慮型コンクリートの使用による建材製造時の CO₂削減 
 
具体的な排出権クレジットの種類・購入方法又は寄付先等については、各 SPTs の判定日

以降に必要な決議を経て決定します。 
各 SPTsの判定日及び各 SPTsが未達成の場合の排出権クレジット購入額又は寄付額は下

記のとおりです。 
 
項目 判定日 金額 
SPT1 2027年 8 月末日 社債発行額の 0.025%相当額 
SPT2 2027年 8 月末日 社債発行額の 0.025%相当額 
SPT3 2027年 12月末日 未達成となった回数 1回につき社債発行額の 0.0125%相

当額 
 
なお、何らかの事態が生じ、SPTs が測定不可能又は達成状況について十分に確認できな

い場合には、SPTs が未達成の場合として対応します。また、サステナビリティ・リンク・
ボンドの発行時点で予見し得ない状況（M&A、各国規制の変更等）が発生し、KPI の定義
や SPTsの設定を変更する必要が生じた場合、当社は適時に変更事由や再計算方法を含む変
更内容を開示する予定です。 
 
 
4 レポーティング 
 
当社は設定した KPI の実績と SPTs に対する達成状況について、以下の内容を当社ウェ

ブサイトにて年次で開示します。 
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項目 レポーティング内容 レポーティング時期 
KPI の実績 各年度における KPI の実績 2024 年 12 月末日を初回とし、

以降償還まで年次で公表 
重要な情報更新等 SPTs 達成に影響を与える可能

性のある情報（サステナビリテ
ィ戦略の設定・更新等） 

適時に公表 

排出権の購入又は 
寄付の詳細 

排出権クレジット購入：排出権
クレジットの名称、移転日及び
購入額 
寄付：寄付先の名称、選定理由、
寄付額及び寄付実施予定時期 

適時に公表 

 
 

5 検証 
 
当社は、本フレームワークに関して、国際資本市場協会（ICMA）が定めるサステナビリ

ティ・リンク・ボンド原則への適合性について、株式会社格付投資情報センターからセカン
ドオピニオンを取得しています。 
また、最終判定日までの間、KPI1 及び KPI2 の算定に必要な各年度の実績値に関して、

独立した第三者から取得した検証報告書を、当社ウェブサイトにて年次で開示します。 
 

以上 
 
 
 

 
1 カテゴリ 1建材製造時、カテゴリ 11 建物運用時 
2 各年度中に公表されたスコア 


